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１．テーマ設定の理由 

「主体的・対話的で深い学び」が実践されている今日，中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」

の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現

～（答申）」（令和３年）1)を見ても，生徒どうしが学び合いながら解決できる授業の内容，学習課題

を設定することがこれからの教師に求められる授業力であるだろう。では，なぜ生徒どうしが学び

合う授業が求められるのだろうか。その理由として，第一に，人工知能の発達もあって，これから

の社会では，人々にとって協働し物事を解決する能力を高めることが重要である点が挙げられる。

合田哲雄は，「答えのない課題に対して，多様な他者と協働しながら目的に応じた納得解を見いだし

たりすることができるのは人間の強みだ」2)としており，この強みを高めることが学校教育に求め

られ続けるものであるとしている。続いて，学校という場の特質を踏まえた学校教育の目的からも

生徒どうしが学び合う授業の重要性が挙げられる。西川純は，「多様な人と折り合いをつけて自らの

課題を解決することを学ぶのが学校教育の目的である」3)としている。つまり，多様な人々がいる学

校という空間での学び自体が，学び合うことであるとも言えるだろう。以上の社会的背景を踏まえ，

本研究では，特に学び合う授業を意識した「学習課題」に着目して，その構成要素を検討していく

ことで，学習課題を根底とした生徒どうしが学び合う授業の在り方について追究し以下に報告する。 

 

２．基本的な考え方 

（１）「生徒どうしが学び合える学習課題」について 

佐藤学は，ヴィゴツキーの発達の最近接領域の理論から，生徒が学び合う授業の学習課題には，

自力では達成が困難だが，他者の支援によって達成できるレベルが必要であるとしている 4)。また，

峯川浩一と斎藤周は，グループ学習に適した学習課題として，生徒の「知識の定着度合い」や「授

業内容に対する興味や関心」などを踏まえて学習課題を考えることが重要であると述べている 5)。

以上より，生徒どうしが学び合える学習課題とは，知識の定着度合いや授業に対する興味や関心を

考慮し，お互いに支援し合いながら達成できるものであると考える。さらに，お互いに支援し合い

ながら達成できるとは，生徒どうしが対話することを通して学習課題を達成できるという意味も含

まれると思われる。本研究では，多田孝志の対話型授業の理論や実践 6)も参考にしながら，生徒ど

うしが学び合える学習課題として４つの構成要素を設定した。以下，４つの構成要素の詳細な内容

について論じていく。 

（２）「生徒どうしが学び合える学習課題」の構成要素について 

生徒どうしが学び合える学習課題の４つの構成要素として，「興味・関心を踏まえた学習課題」，
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図２．授業で用いたワークシート 

※①と②は，
注７から
一部引用。 

「既習事項を生かした学習課題」，「他者の意見や考えを聞きたくなるような学習課題」，「単元ある

いは一単位時間の授業のねらいの達成につながる学習課題」を規定した。つまり，関根廣志の「子

どもがアクティブに取り組む良質な「学習課題」の要件」7)も参考に，図１のような生徒の思いを想

起しながら学習課題を設定することで，充実した生徒が学び合う授業を展開できると考える。 

①・「面白そうだ，楽しそうだ，どうしても考えてみたい」 
②・「これならできそうだ，○○を使えば(習っているから)考えられそうだ」 
③・「自分の考えが正しいかどうかわからない，□□さんの意見を聞きたい」 
・「○○についてもっといろんな意見を聞きたい」 

④・「グループで学び合ったことで，○○について考えが深まった」 
・「グループで学び合ったことで，○○が分からなかったけど分かった」 

図１．生徒の思いを視点とした「生徒どうしが学び合える学習課題」の構成要素 

 

３．実践の概要 

（１）授業の概要 

本研究では，中学校１年生社会科地理的分野 B「世界の様々な地域」の「(1)世界各地の人々の 

生活と環境」に関する授業実践をもとに考察した。考察の対象とした授業の概要は，１か月おきに

訪問する国を変えながら３か月間世界を旅行するような旅程表を計画するものである。具体的には，

気候などを考慮して，１か月間その国で生活するのに適した服装や各地での食事について調べ考え

るような授業である。また，「世界一周修学旅行を企画しよう。」を生徒どうしが学び合える学習課

題として設定した。以下，学習課題を視点とした詳細な実践内容について述べる。 

（２）主題に迫る手立て 

①興味・関心を踏まえた学習課題の設定 

宿泊学習を終えたばかりの時期及び中学校３年生が修学旅行の時期であったことから，生徒にと

って旅行が身近な題材であり，意欲的に取り組めるのではないかと考え，この学習課題を設定した。 

②既習事項を生かした学習課題の設定 

 既習事項である気候帯の特色や気候の影響を受けた人々の 

衣食住を十分に生かせるように，図２のワークシートも用い 

ながら，この学習課題を設定した。また，既習事項以外の場 

所を訪問する国として提示したり，詳しくは扱わなかった年 

間の降水量や気温の変化を考えるように活動内容を設定する 

ことで，自力では考えにくいが，他者の支援によって達成で 

きるレベルになるように学習課題と学習活動を工夫した。 

③他者の意見や考えを聞きたくなるような学習課題の設定 

生徒個々人が自分の考えに悩みが生じ他者の意見を聞きたくなるには，前提として，多様な意見

が共有されるような題材を選択することが望ましい。本実践では，特に訪れる時期と国，伝統的な

食事について考える際に様々な意見が出ることを期待して，この学習課題を設定した。 

④単元あるいは一単位時間の授業のねらいの達成につながる学習課題の設定 

 考察の対象とした授業及び単元のねらいは，世界各地には多様な気候が広がり，その影響を受け

て，人々が多様な衣食住を営んでいることをつかむということとした。これを踏まえて，「世界一周

修学旅行を企画しよう。」という学習課題を設定し，図２のようなワークシートを作成した。 
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図２．授業で用いたワークシート 
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図３．グループ Aの旅程表 

図４．グループ Bの旅程表 

４．実践の考察 

本章では，生徒どうしが学び合える学習課題の４つの構成要素をもとに授業を考察する。 

（１）興味・関心を踏まえた学習課題の設定について 

 「世界一周修学旅行を企画しよう。」という学習課題を 

黒板に示した際には，「やったー」という声や実際に行き 

たいというような，学習課題に対して意欲的な反応が見 

られた。また，図３のように訪問国，気候帯，伝統的な 

食事，服装に関する豊富なイラストが載せられたワーク 

シートも見られた。このような旅程表から，学び合う授 

業には，生徒個々人が「面白そうだ，楽しそうだ，どう 

しても考えてみたい」と思えるような学習課題の設定が 

重要であることが確認できた。 

（２）既習事項を生かした学習課題の設定について 

図４は，グループ Bの世界一周修学旅行の旅程表であ 

る。半そで，長ズボン，スカート，サンダルは，気候に 

適した服装に関する既習事項である。グループ Bは，訪 

問国を全て既習事項以外から選択していた。例えば，熱 

帯の学習で取り上げたサモアのアピアに代えて，シンガ 

ポールを選んでいた。一方で，服装を見ると気候帯と関 

連付けて既習事項を記載していた。つまり，アピアで学 

習した服装の内容をシンガポールで生かしていた。また，キャッチコピーまで考えており，本時の

全ての学習活動を達成していた。グループ Bでは，「○○について習っているから考えられそうだ」

という思いを生徒が持ちながら学び合い，学習課題を達成できたと見られる。 

（３）他者の意見や考えを聞きたくなるような学習課題の設定について 

授業終了後に「世界一周修学旅行を考えた際に，グループワークでどれほどの意見が共有されて

いたと感じているか」ということについてアンケート調査を行った。回答としては，「たくさん共有

されていた」，「共有されていた」，「あまり共有されていなかった」，「共有されていなかった」の４

つの項目のなかから 1 つ選択してもらった。結果としては，31 人の生徒のうち 29 人の生徒が「た

くさん共有されていた」または「共有されていた」と回答した。以上よりグループでは意見や考え

が盛んに共有されていたと見られる。特に伝統的な食事に関しては，グループで多種多様なものが

記載されていた。グループ内の対話の様子を見ると，あるグループでは，チーズフォンデュの具体

的な様態について学び合っていた。また，図３と図４を見ても伝統的な食事については事細かに調

べてまとめられていた。さらに，旅程表を作成する時間も予想より長くかかった。これは，食べた

いものや適した服装に関して多様な意見が共有され，行きたい場所や時期についてなかなか決めら

れなかったとも考えられる。これより，生徒個々人に「食事や服装などについて他の意見を聞きた

い」という思いが生じ，多様な意見が共有されていたと見ている。 

（４）単元あるいは一単位時間の授業のねらいの達成につながる学習課題の設定について 

授業終了後に「世界一周修学旅行を考えたことで，世界各地の気候と人々の生活に対しての理解
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について，どのように感じていますか。」ということについてアンケート調査を行った。回答として

は，「とても理解を深めることができた」，「理解を深めることができた」，「あまり理解を深めること

ができなかった」，「理解を深めることができなかった」の４つの項目のなかから 1つ選択してもら

った。そして，その項目を選択した理由についても記述してもらった。結果としては，31人の生徒

のうち 29人の生徒が「とても理解を深めることができた」または「理解を深めることができた」と

回答した。そのように回答した理由として，「その土地の気候を生かして，農作物をつくったり，服

そうを考えたりしていることがよく分かったから。（原文ママ）」という意見が見られた。つまり，

世界各地の気候の影響を受けて多様な生活様式が広がっていることをこの授業を通して深く理解し

たと思われる。以上より，多くの生徒が「グループで学び合ったことで，世界各地の気候と人びと

の生活について考えが深まった」と思えるような学習課題でもあったと言えるだろう。 

 

５．今後の改善点 

授業終了後のアンケート調査で，「グループで世界一周修学旅行を考える際に，意見はあまり共有

されなかったが，これを考えたことで、単元の内容に対してとても理解が深まった」という回答も

見られた。以上より，生徒全員にとって，他者の意見や考えを聞きたくなるような学習課題ではな

かったとも言える。この回答をもとに，今後の改善点としては，既習事項を生かしながらも答えが

なかなか出ない学習課題をつくることが挙げられる。社会科における答えがなかなか出ない学習課

題について，澤井陽介は，「対話的な学び」を仕掛ける視点から，「事実(情報)を基にして比較・関

連付けたり総合したりしながら，社会的事象の特色や意味を考察する方向へ向かう」学習課題の重

要性を述べている 8)。この考えを生かして，例えば「温帯以外で日本人が最も住みやすい気候帯は

どこか」というような学習課題も良いのではないか。気候帯とそこでの人々の生活の違いを比較し

たり，温帯での人々の生活を関連付けたりすることで，各々の気候帯の特色を深く理解できること

が期待できる。また，学習課題への答えも明確ではなく，比較したり関連付けたりするなかで悩み

も生じやすいのではないだろうか。既習事項を生かすことと答えがなかなか出ないことを意識して

学習課題をつくることが重要である。 
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